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令和７年度事業報告書 

 

１ 概 要 

令和７年度の当機構の業務は、オンライン方式の活用等の工夫により、概ね年度当

初に計画していた調査研究、表彰事業、講演会開催等の事業を実施することができた。

その概要は以下のとおりである。 

（１）国、地方公共団体からの受託調査については、地方都市における再開発手法の合

理化等に関する検討業務等を受託し、オンライン会議等を活用しつつ、実施した。 

（２）国土交通省において創設された表彰制度「まちづくりアワード」の協賛団体の代

表として支援を行った。 

（３）当機構が主催する「土地活用モデル大賞」については、現地調査を実施するとと

もに、オンライン方式による双方向のヒアリング等により、国土交通大臣賞等の選

定を行った。 

（４）当機構が事務局業務を担っている都市地下空間活用研究会（地下研）とアーバン

インフラ・テクノロジ一推進会議(UIT)については、会員メンバーと共に調査研究

活動や講演会、見学会を実施した。 

 

２ 事業の実施状況 

(１) 会議の開催 

次のとおり理事会、評議員会を開催した。 

（イ）理事会 

① 第３６回理事会 令和７年６月５日（木） 

於：（一財）都市みらい推進機構  会議室 

議案   ・令和６年度事業報告（案）及び収支決算（案）について 

・令和６年度公益目的支出計画実施報告書（案）について 

・理事の推薦について 

・第１７回定時評議員会の招集について 

報告事項  ・職務執行状況報告について 

          ・財産の運用状況について 

・賛助会員の状況について 

② 第３７回理事会 令和７年６月２０日（金）（書面決議） 

議案   ・理事長の選定について 

③ 第３８回理事会 令和８年３月２７日（金） 

  於：（一財）都市みらい推進機構 会議室 
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  議案   ・令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

  報告事項 ・職務執行状況報告について 

（ロ）評議員会 

① 第１７回定時評議員会 令和７年６月２０日（金） 

於：（一社）国際建設技術協会 会議室 

議案      ・令和６年度事業報告（案）及び収支決算（案）について 

・令和６年度公益目的支出計画実施報告書（案）について 

・理事の選任について 

報告事項 ・令和７年度事業計画及び収支予算について 

・財産の運用状況について 

・賛助会員の状況について 

（２)まちづくり情報交流活動 

（イ）「先進的なまちづくり事例のご紹介」ページの運営 

先進的なまちづくり事例等の情報を全国に提供するため、当機構のホームページ

に公民連携、柔軟な市街地整備、エリアマネジメントなどをキーワードとして全国

で展開されている先進的なまちづくり事例等を紹介するページを設けているが、昨

年度までに累計２８８件を紹介した。 

・「多様なまちづくり事例編」        ２１件 

・「まち交大賞編」            １１１件 

・「コンパクトなまちづくり大賞編」     １２件 

・「先進的まちづくり大賞編」         ５件 

・「まちづくりアワード編」実績部門     １２件 

構想・計画部門  ６件 

・「土地活用モデル大賞編」        １２１件 

（ロ）「まち交ネット」の運営管理 

「都市再生整備計画事業」に関する各種情報を提供するため平成１６年に開設し

た「まち交ネット」において、「都市再生整備計画」の検索システムに加え、全国

の各都市で策定が進められている「立地適正化計画」の情報に関する検索システム

を付加し、随時更新している。 

 

 

（３）調査研究 

（イ）受託調査 

国、地方公共団体等から調査等６件を受託し、実施した。 

①国からの受託調査 (２件） 

・官民連携まちづくり施策のあり方に関する調査・検討業務 

（国土交通省都市局まちづくり推進課） 

・地方都市における再開発手法の合理化等に関する検討業務（その２） 

（国土交通省都市局市街地整備課） 
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②地方公共団体からの受託調査 (１件） 

・豊洲グリーン・エコアイランド構想施策支援業務     （東京都江東区） 

③民間からの受託調査等 (３件） 

・戸越公園駅北地区市街地再開発事業に係る特定業務代行候補者選定業務 

                   （戸越公園駅北地区市街地再開発準備組合） 

   ・富士見二丁目３番地区第一種市街地再開発事業に係る特定業務代行候補者選考 

業務            (富士見二丁目３番街区市街地再開発準備組合) 

   ・まち再生出資事業に関する調査・分析業務（その１） 

（（一財）民間都市開発推進機構との共同研究） 

（ロ）自主研究 

① 立地適正化計画及びその実現手法としての都市再生整備計画事業の推進に向

け、継続して立地適正化計画策定や事業実施上の疑問点、課題等の実務的なノ

ウハウの蓄積に努めた。 

② 全国のまちづくり事例を収集・整理し、情報発信するため、継続して当機構

のホームページにおける「先進的なまちづくり事例のご紹介」の充実に努め

た。 

（４）表彰事業等まちづくりに関する普及啓発活動 

（イ）第２２回土地活用モデル大賞の表彰 

主 催：（一財）都市みらい推進機構 
後 援：国土交通省 
表彰式：令和７年１０月３１日（金） 
会 場：アルカディア市ヶ谷(霧島の間) 

受賞プロジェクト： 

＜国土交通大臣賞＞ 

・産官金連携による歴史的資源を活用した観光まちづくり（愛媛県大洲市) 

＜都市みらい推進機構理事長賞＞ 
・旧広島市民球場跡地整備等事業            (広島県広島市) 
・大久保地区公共施設再生事業             （千葉県習志野市） 

＜審査委員長賞＞ 
・聖蹟桜ヶ丘北地区における河川区域と民有地の一体活用（東京都多摩市） 
・ワイズマンスポーツベース紫波（プロサッカークラブと連携した運動公 

園機能向上）                  （岩手県紫波町） 
・ココティすぎと（旧杉戸小学校跡地活用事業）    （埼玉県杉戸町） 

（ロ）まちづくりアワードへの支援 
国土交通省において創設された表彰制度「まちづくりアワード」の協賛団体の 

代表として支援を行った。 
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（５）講演会・意見交換会・プロジェクト説明会等の開催 

（イ）土地月間記念講演会 

開催日：令和７年１０月３１日（金） 

主 催：（一財）都市みらい推進機構、（一財）土地総合研究所、（一財）土地

情報センター、（一財）不動産適正取引推進機構、（公財）不動産流通

推進センター 

後 援：国土交通省、(一財)民間都市開発推進機構、(一財)日本不動産研究所、

(株)日本政策投資銀行 

会  場：アルカディア市ヶ谷(霧島の間) 

① 状況報告 

・「土地行政の最近の動きについて」 

国土交通省不動産・建設経済局土地政策課 土地調整官  塚田 友美 氏 

・令和７年度土地活用モデル大賞全受賞プロジェクトの概要説明 

<国土交通大臣賞> 

 ・産官金連携による歴史的資源を活用した観光まちづくり 

  （一社）キタ・マネジメント代表理事 髙岡 公三 氏 

    <都市みらい推進機構理事長賞> 

 ・旧広島市民球場跡地整備等事業 

 広島市都市整備局長 中西 賢也 氏 

 ・大久保地区公共施設再生事業 

 習志野大久保未来プロジェクト(株) 代表取締役 平出 和也 氏 

＜審査委員長賞＞ 

 ・聖蹟桜ヶ丘北地区における河川区域と民有地の一体活用 

           (株)東京建物住宅事業第二部 藪崎 拓海 氏 

 ・ワイズマンスポーツベース紫波（プロサッカークラブと連携した運動公 

 園機能向上） 

  紫波町地域づくり課公民連携係長 高橋 竜介 氏 

 ・ココティすぎと（旧杉戸小学校跡地活用事業） 

杉戸町市街地整備推進室 主査 吉岡 崇 氏 

② 講演 

・「コーポラティブ方式でつながる人とまち」 

～千代田区神田地域での取り組みから～ 

               ＮＰＯ都市住宅とまちづくり研究会 理事 杉山 昇 氏 

・「ＫＩＢＯＴＣＨＡスマートエコビレッジ構想～自走した街を目指して～ 

           貴凛庁株式会社 取締役 近藤 ナオ 氏 

③ パネルディスカッション 

コーディネーター ： 岸井  隆幸 氏（(一財)計量計画研究所代表理事） 

パネリスト       ： 塚田  友美 氏、杉山 昇 氏、近藤 ナオ 氏 

  （フロアから本年度受賞プロジェクト関係者） 

（ロ）令和７年度都市みらい推進機構調査研究報告会及び講演会 

開催日：令和７年９月２６日（金）（オンライン開催） 
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① 報告会 

１) 令和６年度受託調査・自主研究の概要 

２) アーバンインフラ・テクノロジー推進会議の活動と展望 

３) 都市再開発法第109条の2の活用促進に向けた検討 

② 講演会 

     １)「まちづくりに関する最近の話題」  

国土交通省都市局まちづくり推進課国際競争力推進官 

（併任）官民連携推進室長 太田 裕之 氏 

      ２)「流域治水政策とまちづくり」 

千葉大学大学院園芸学研究院教授                   秋田 典子 氏 

（６）まちづくり関連諸団体の支援 
事務局として次のような団体の活動を支援した。 

（イ）コンパクトなまちづくり推進協議会 

① 第８回定期総会 

開催日：令和７年７月２９日（火） 

    会 場：アルカディア市ヶ谷 

② まちづくり講演会 

    ・「立地適正化計画制度に関する最近の話題」 

       国土交通省都市局都市計画課都市機能誘導調整室 

  交通計画係長         田中 優希 氏 

    ・「都市再生整備計画関連事業に関する最近の話題」 

       国土交通省都市局市街地整備課企画係長             松山 拓斗 氏 

    ・「まちなかの魅力を向上させるための仕掛け」 

       筑波大学システム情報系社会工学域教授           藤井さやか 氏 

③ 現地研修会(福島県須賀川市) 

開催日：令和７年１１月６日(木)～７日(金) 

会 場：ホテル虎屋 

１）まちづくり講演会 

・「コンパクト＋『連携』とは」 

        弘前大学教育学部 特任教授                北原 啓司 氏 

２）都市再生整備計画関連事業講習会 

・「都市再生整備計画関連事業に関する最近の話題」 

        国土交通省都市局市街地整備課企画専門官        松村 和樹 氏 

・「東北地方における都市再生整備計画関連事業を活用したまちづくり」 

        国土交通省東北地方整備局建政部都市・住宅整備課長   清水 明彦 氏 

・「未来ビジョンがもたらすもの ～官民連携でつなぐ・つむぐ～」 

   (株)テダソチマ代表取締役 大木 和彦 氏 

須賀川市都市計画課主任技査兼都市整備係長      永山 美志 氏 

３) 現地視察研修 

須賀川市民交流センター（tette）、須賀川市役所、須賀川みらいラボ、 

風流のはじめ館、等躬の庭・等を巡り、様々な制度を活用した整備事例を視 

察した。(参加者２９名) 
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④ 現地研修会(宇都宮市) 

開催日：令和８年１月２７日(火)～２８日(水) 

会 場：ライトキューブ宇都宮 

１）まちづくり講演会 

・「ＬＲＴと持続可能なまちづくり」 

         宇都宮大学地域デザイン科学部 准教授      長田 哲平 氏 

２）立地適正化計画講習会 

・「都市行政に関する最近の動きについて」 

          国土交通省都市局都市計画課施設計画調整官    奥田 謁夫 氏 

・「関東におけるコンパクトなまちづくりの取り組み」 

          国土交通省関東地方整備局建政部都市整備課長    青山 琢人 氏 

    ・「ネットワーク型コンパクトシティ（ＮＣＣ）形成に向けたまちづくり 

      ～ライトラインを基軸とした公共交通と一体となったまちづくりを中心に～」   

        宇都宮市都市整備部ＮＣＣ推進課長       大根田 厚史 氏 

３）現地視察研修 

ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備事業、ＪＲ宇都宮駅東口地区整備事業、 

ライトライン車両基地、東部総合公園（アークタウン宇都宮）等を視察し 

た。(参加者５１名) 

（ロ）都市地下空間活用研究会（地下研） 

① 総会・評議員会（オンライン開催） 

開催日：令和７年６月１８日（火） 

② 調査研究活動 

１)大阪分科会 

「地下・まち一体デザイン～地下空間と近接開発との一体的な計画・整

備・運営による地下空間とまちの相乗的な価値向上～」をテーマに継続して

取組んだ。地下空間と近接開発の接続部分の現状を把握することを目的に、

令和７年度は「マスタープランに基づく公民連携による地下歩行者ネットワ

ークの調査・視察」を活動内容とし、先行事例として札幌市を対象に取り上

げた１１月に現地調査を実施し、札幌市の知見を大阪市においてどのように

展開し得るかについて議論を交わした。 

２)地下利活用検討分科会 

「地下歩行者空間の整備・利活用の在り方に関する研究」をテーマに、地

下空間のマネジメント(計画・運営)、横断利用(地上・地下)(官・民)、使い 

方、防災機能、リノベーションを視点として調査を進めた。令和７年１１月

にはＡＣＵＵＳ国際会議２０２５ベオグラード、並びに途中の乗継都市に選

んだイスタンブールにおいて地下空間やＬＲＴ、モビリティ拠点等の視察、

関係団体へのヒアリングおよび意見交換を行った。 

３)都市開発との連携分科会 

令和５年度から「ウォーカブルな都市と地下空間の在り方」をテーマと

し、事例を①地上をウォーカブルにするために地下を活用する、②地下その

ものをウォーカブルにする、の２つの類型に分け、それぞれの役割・機能や

工夫点の整理を行った。加えて③大規模ターミナルなどに見られる空間を複
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合的、多層的に利用しウォーカブルにしようとする事例、更に④それぞれの

事例で制度・組織の観点での再整理を実施し、報告書のとりまとめを行っ

た。 

４)分科会活動成果報告会 

令和７年７月の２日間、大阪において、上記３つの分科会が活動成果を報

告し、会員相互で情報共有するとともに、交流を図る目的で、第２回分科会

活動成果報告会を開催した。 

５)地下防災に関する情報提供 

(一社)都市環境エネルギー協会が主催する中央区ＢＣＤ・カーボンハーフ

推進委員会、新宿区ＢＣＤ・カーボンハーフ推進委員会に参加し、これまで

の当研究会の調査研究をもとに地下空間の防災に関する知見を提供した。こ

の他、(公社)土木学会地下空間研究委員会、 (一財)エンジニアリング協会地

下開発利用研究センターとの交流・連携を行った。 

 

③ 国際交流活動 

第１９回ACUUS国際会議は２０２５年１１月４日～７日にセルビア共和国

の首都ベオグラードで「地下のモビリティと高い視点からの思考―都市地下

空間の利用における新たな機会と課題―」をテーマに開催された。当該国際

会議へはこれまで同様、岸井会長を団長として派遣団を結成し、論文発表、

各種行事への参加を通じて、参加者の交流と知見の増進に協力した。 

 

④ 情報化推進活動 

ニュースレターを発行する会員への情報提供、マスコミなどの取材に対応

する対外的なＰＲ活動等を引き続き推進した。また、新規会員獲得を目的と

する勧誘活動のために、パンフレットの大幅改訂の検討を行った。 

 

⑤ 講演会等の開催 

定例懇話会を２回、現地視察見学会を１回開催した。 

 

⑥ 地下空間活用に関する研修会 

令和７年５月、国土交通省のご協力を得て、当研究会が主催する「第５回 

地下空間活用に関する研修会」を開催した。地下空間活用の国の施策の動

向、法制度の体系、具体な事例等を内容とし、当日は会場参加２０名、オン

ライン参加２９名（うち自治体からは６名）が受講し、講師並びに事務局を

合わせて６４名の参加となった。 

（ハ）アーバンインフラ・テクノロジ一推進会議(UIT) 

① 総会・評議員会（オンライン開催） 

開催日：令和７年６月２６日（木） 

② 技術研究発表会の開催 

令和７年１２月５日(金)にハイブリッド方式にて「第３７回技術研究発表会」

を開催した（テーマ「アーバンインフラ再考～未来に向けた安全・安心で持続

可能なまちづくり～」）。国、地方公共団体、民間企業等から１７編の論文お

よび３編のプロジェクト・技術報告が発表された（うち３編の論文と１編のプ
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ロジェクト・技術報告は共通セッションで発表された。）。 

参加者数は２６９名であった。また、発表会後に意見交換会を開催した。 

③ 交流展示会の開催 

令和７年１２月５日(金)に、第３２回交流展示会をオンライン上の特設サ 

イトに掲載する形で開催した。地方公共団体、公益団体等７団体が展示を行っ 

た。 

④ 都市基盤技術サイト「てくTechまちさんぽ」の管理・運営の実施 

平成２８年９月末から開設している「てくTechまちさんぽ」及び公式  

Facebookページでの情報発信を実施してきた。平成３１年２月からは国土交 

通省及び参加各社の新しい取組みに関するプレスリリース等をトップページ 

・最新情報に掲載してきた。 

⑤ 懇話会の開催 

懇話会を１回開催した。 
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別紙  令和７年度事業報告に係る附属明細書について 

「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため、附属明細書 

を作成しない。 


